






研究目的 

胎児心拍数は胎児中枢神経の支配下にあり,一拍ごとの微細な変動(Variability)は,胎児

中枢神経系 Activity の直接的指標とされ,胎児管理に役立つと考えられている。

Variability 表示に関する研究は,Hammacher,Hon らにより多数報告されているが,統一さ

れた表示法は確立されていない。その理由として 

1)Variability の定量的な分析,表示が容易でなかったこと 

2)各研究者が,それぞれ独自の表示法を提唱し表示法のコンセンサスが得られていないこ

と 

3)その結果,Variability と臨床データの関連を明らかにすることが困難であったなどを

あげることができる。 

本研究の目的は,従来発表されている多数のSTV,LTV表示法相互の関係を,Computerを用い

て定量的に分析し,ひいては標準的表示法を確立するとことにある。 


